
令和５年度自己評価シート（中間評価）   

学校名 三次市立三次中学校     

【経営理念】 

ミッション(使命)：「生徒の進路選択の幅の拡大と希望進路の実現」を図り，持続可能な地域を形成する人材を育成する。 

学校教育目標 ：自律と貢献の志を持ち，主体的に進路を選択する生徒の育成 

～ 一所懸命が好き！ 夢と志を持ち 輝く 私たち ～ 

 

 

 

 

【評価結果の分析】 

 定期試験における観点の達成率は，知識・技能においては，おおむね達成しているが，思考・判断・表現におい

ては十分に目標を達成しているとは言えない。一学期期末試験に比べ，二学期中間試験の方が目標値に達成してい

ない教科・観点が多い。内容が難しくなっているという面もあるが，全教科で２極化が顕著に見られるように，学

習習慣が定着していない生徒の多さがこの結果に表れていると考えられる。三次市学力調査は未実施であるが，実

力テストにおいても２．３年の理科以外は全国平均を下回る結果となった。 

 資質・能力についてはアンケート・総合質問紙調査ともに目標値を上回った。各種検定では，昨年度より漢字検

定受検者が少なく，英語検定は昨年度とほぼ同数の受検者である。 

 

【今後の改善方策】 

 学習習慣の定着という本校の大きな課題の改善はなかなか難しいが，それでも学年が上がるにつれて学習に向か

う姿勢が前向きになってきているのも事実である。キャリア学習を積み重ねること，自分の進路に真剣に向き合う

ようになっていることが大きな力になっている。短期間での改善は難しいが，学級指導，総合的な学習の時間など

も含め全教科，全領域で意識改革につながる取り組みを続けていくしかない。 

中期経営目標   

 短期経営目標 具体的な取組・方策 評価指標 目標値 評価 達成状況 担当部等 

１ 主体的な学習による学力の向上 

確
か
な
学
力
の
育
成 

基礎学力の

定着・向上 

①市立三次中授業スタイル（SMP）

を基盤とした学習者起点の授

業研究の実施，研究成果を各教

科へ広げる取組 

②学力調査，定期試験を目標，検

証軸とした短期 PDCA サイクル

による取組 

・課題把握に基づく具体的目標設

定と取組 

③課題発見・解決過程のある単元

づくりの推進 

・定期試験にお

ける知識・技

能，思考・判

断・表現の観点

達成率 

'各教科の知

識・技能60％

以上，思考・

判断・表現力

50%以上 

Ｃ 

一学期末，知識・技

能１４／１５， 

思考・判断・表現 

１１／１５ 

二学期中間，知識・

技能１２／１５ 

思考・判断・表現 

９／１５ 

学力検査は未実施 

教務部 

・市学力検査

（平均正答率

と 30％未満生

徒の割合） 

'実施教科全

てで経年比

較において

前年度を超

える，30％未

満生徒のべ

７％ 

育成すべき

資質・能力の

向上 

①特に育成を目指す資質・能力

（「３つの力」）の継続的な育成・

向上 

・育成すべき資質・能力を，生徒

教職員が共有した 各教科・領

域・行事等への取組 

・各教科・領域・行事等への取組

における変容の検証 

②各種検定，コンクールへの応

募・挑戦 

・各種検定（漢検・数検・英検等）

やコンクール等への挑戦 

・計画的なコンクールへの応募 

・自校の質問紙

「３つの力ア

ンケート」 

肯定的評価

８０％以上 

Ｂ 

「３つの力アンケー

ト」６項目とも８

０％以上。総合誌調

査３項目とも全国平

均以上。述べ受検者

４６名。（漢検９名，

英検３７名） 

 

・総合質問紙調

査（コミュニケ

ー シ ョ ン 能

力・協調性・主

体性，成功体験

と自信） 

３ つ の 資

質・能力にか

かわる項目，

全国平均以

上 

・各種検定受検

生徒の割合 

延べ受検率

50％以上 

Ａ≧１００

達成値 ８０≦Ｂ＜１００

目標値 ６０≦Ｃ＜８０

Ｄ＜６０

評価達成度 ×１００



 

 

【評価結果の分析】 
・生徒指導上の諸課題においては，年度初めに１学年において発生したが本人への指導及び保護者連携を行い，解決している。これまで

同様，校内巡回を積極的に行い，隙間時間を無くすとともに，積極的に生徒への声掛けを行うことで問題行動への未然防止及び初期対

応の早さにつながっている。また，日ごろの生活や行事への取組の時に肯定的な声掛けや評価を繰り返すことで生徒の自己肯定感も高

まり，生徒指導上の諸課題の未然防止につながっている。 

・不登校生徒及び長期欠席生徒については，昨年度より増加している。２・３年生については昨年より継続の生徒が３名，２年生への転

校生が１名，１年生で２名である。担任を中心に，保護者，生徒とのつながりをきらさないように定期的な家庭訪問や家庭連絡を行っ

ている。また，教育相談委員会で現状の取組や状況をもとに SCから今後の取組についてのアドバイスをもらい，見通しを持って取り

組めるようにしている。 

・いじめ認知については，加害生徒がふざけて被害生徒の筆箱を隠し，被害生徒が加害生徒に筆箱の所在について確認するが加害生徒は

知らないふりをして返却しないという事案が発生したのでいじめ認知を行った。被害生徒は，事案による精神的苦痛や不登校には至っ

ていない。 

・生徒会活動については，各委員会活動や各行事に向けて計画的に取り組みを進めているが，取組のマンネリ化や活動内容が充実してい

ない委員会もあり，生徒数減少も合わせて今後，委員会の再編成を考えていく必要がある。 

【今後の改善方策】 
・生徒指導の諸課題においては，相手を思いやる気持ちや自分を大切にする気持ちを高めるために，道徳の授業の充実や行事や日々の授

業，部活動，休憩時間での関わり等で生徒の頑張りをしっかりと評価し，自己肯定感を高めていく。また，BD カードやありがとうカ

ードの取組をさらに発展・工夫を行い，生徒同士で互いに大切な存在であることを伝え，意識できる取組を行う。 

・不登校生徒および長期欠席生徒については，今後も担任を中心に取組を行っていくが，学校全体で情報共有し取組を進めていく。 

・いじめ認知については，２・３学期も定期的なアンケート実施し，生徒全員の面談を実施していく。また，日常的に生徒への声掛けを

行い，少しの変化も見逃さないようにする。 

・生徒会活動を充実させるために，これまで通り執行部会を定期的に開催していく。また，学校行事等のでも生徒会を中心に生徒が自主

的・主体的に活動できる場面を設け，生徒の自己肯定感や自己存在感，自己有用感の育成に努めていく。 

２ 社会性，モラルの向上 

豊
か
な
心
の
育
成 

生徒指導諸課題

の未然防止 

①生徒指導規程の周知徹底と一貫指
導 
・生徒指導規程の全家庭への配布，学

校総会等での説明 
・生徒指導規程をもとにした全教職員
での統一的な生徒対応（特別な指導を

含む） 
②生徒理解と即時の組織的な対応 
・教育相談委員会，生徒指導部会の定

例化 
・スクールカウンセラーの積極的な活
用 

・各学期における教育相談ウィーク及
び生徒・保護者アンケートの実施 
・全職員による校内巡回及び生徒への

肯定的な声かけ 

・問題行動の状

況と対応（前年

度比較） 

昨年度以下 

Ｃ 

・いじめ認知１件（解
決済み）（昨年度，同
時期１件） 
 
 
・不登校生徒数６名
（昨年度，同時期３
名） 
 
 
・問題行動３件（生
徒間暴力１件，いじ
め１件）（昨年度，同
時期３件） 

生徒指

導部 
・不登校生徒数 昨年度以下 

・諸課題認知解

決 指 導 １ ０

０％ 

100% 

生徒会活動の活

性化 

①日常的な委員会活動の充実 

・「みよしっ子あいさつ運動」の

実施 

・生徒会各委員会から２項目以上

の企画提案 

・生徒会執行部会の定例化（週１

回） 

・部活動部長会の定例化（月１回） 

②人間磨きの場としての部活動 

・指導者の積極的参加と指導 

・生徒が自ら考え実行，反省でき

る活動 

・委員会活動実

施状況（各委員

会からの企画，

実施） 

各委員会 

１回以上 

Ｂ 

・各委員会の取組 

①学級委員会→あいさつ運

動 

②生活委員会→あいさつ運

動・啓発ポスター，服装点

検 

③ボランティア委員会→ペ

ットボトルキャップ集め，

ベルマーク集め，花の植え

替えボランティア企画 

④図書委員会→本の貸出，

本の紹介放送・掲示 

⑤美化委員会→掃除放送，

用具チェック 

⑥体育委員会→昼休憩ボー

ル貸出，全校レク企画 

⑦文化委員会→給食放送 

・「生徒会活動・学校行事へ

の取組」肯定的評価 80% 

・総合質問紙調査各項目の

肯定的評価 

・計画性 55.5% 

・目標設定 84.2% 

・自己認識 77.4% 

・社会性 78.0% 

生徒指

導部 

・生徒満足度 肯定的評価

80％以上 

・総合質問紙調

査（計画性・目

標設定）質問紙

調査（自己認

識・社会性） 

各項目 

80％以上 



 

 

 

【評価結果の分析】 

・学校生活アンケートの結果から，三点固定が定着している生徒の割合は，昨年と比較すると肯定的回答が減少し

ている。メディアの利用時間について，利用時間の短縮を意識している割合はおよそ 3 割で，生活におけるメデ

ィア（スマホ・ゲーム等）が占める時間の影響が大きいことがうかがえる。 

・９月末までのスポーツ振興センター災害給付金の対象件数は１５件だった。部活動中の怪我がほとんどで休憩時

間中の怪我は減少している。休日の部活動に参加するため自転車で登校中転倒しケガをしたケースがあった。 

・体力・運動能力調査において，全体での総合評価Ｂ以上の生徒の割合は，目標である 50%以上に到達していない。

また，昨年度に比べて減少している。（44.4%→41.9％） 

・男女別に見ると全学年女子の割合は 55.9%，全学年男子は 30%と男子の達成率が低いが，昨年度に比べると男子の

達成率が改善しており（昨年度 21.7％），体力の向上が伺われる。 

・運動部活動等に所属し，継続的に運動に親しんでいる生徒の割合は 88％全国平均と比べると多いが，１日の運動・

スポーツの実施時間は短い傾向が見られる。 

【今後の改善方策】 

・生活アンケート調査では，１2時以降に就寝している生徒は 2割を超える。対して，１０時までに就寝する生徒は

２割に満たない。学年別にみると，学年が上がるにつれて就寝時刻が遅くなっている。ゲームやスマホ等の利用

時間が長く，十分な睡眠時間や学習時間が確保できていない状況がある。教務部と連携し，帰宅後の時間の使い

方等を指導していくとともに，スマホやタブレットの利用について PTAと連携しながら取組を進めていく。 

・部活動中の怪我を防ぐことができるよう，それぞれの部活に応じた準備運動やストレッチの方法などを取り入れ

ていく。登下校時の安全についても指導を継続する。 

・基礎体力の向上のため，主運動と関連する体力を高める体つくり運動を授業の開始時に行う。 

・新体力テストの結果をフィードバックし，自己の体力に則した目標設定をさせる。また，課題となる体力に焦点

をあてさせ，それを高めるための運動プログラムを作成し，実施させる。 

・１学年男女の体力が低い傾向が見られるため，体力向上の重要性を認識させ，重点的に取り組ませる。 

３ 生活習慣の定着と体力の向上 

健
や
か
な
体
の
育
成 

基本的生活習慣

の充実 

① 生活づくり週間の取組の実施 

・定期試験期間中に生活づくり週

間の取組を行う。（起床時刻，

就寝時刻，学習開始時刻の三点

と，学習時間，メディア利用時

間，朝ごはん摂取） 

②①の結果について資料を作成

し，保護者啓発を行う。 

③みよし学園健康教育部会の取

組を三次中学校区で共通して

実施する。 

三点固定が定

着した生徒の

割合（生活アン

ケート） 

70％以上 

Ｃ 

学校生活アンケート 

「三点固定が定着し

てきている」 

生徒…６９.３％ 

（昨年度 66.9％） 

保護者…６５．０％ 

（昨年度 73.8％） 

 

「メディアの利用時

間の短縮を意識して

いる」      

生 徒…４１．６％ 

保護者…２７．０％ 

 

健康安

全部 メディアコン

トロール実施

達成率（生活ア

ンケート） 

肯定的評価 

60％以上 

健康安全意識と

体力の向上 

①体力つくりの工夫・充実 

〇保健体育の授業における工

夫・充実 

・主運動と関連付いた体つくり運

動の計画的実践 

・新体力テストのフィードバック

と個々の体力に応じた運動プ

ログラムづくり 

○運動部活動における体力つく  

り 

②安全教育の工夫・充実 

・委員会等を活用したけがの予防

に係る安全指導 

・体力・運動能

力調査（国・県

平均以上の生

徒割合） 

B評価以上の

生徒が 50％

以上 

Ｂ 

４月に実施した体

力・運動能力調査の

結果（B評価以上の生

徒の割合） 

   41.9％ 

男子：30％ 

女子：55.9％ 

 

スポーツ振興センタ

ー災害共済利用件数   
（９月末現在） 

  １５件 
（R４年度 13件） 

※()内は前年度の 

同時期 

 

健康安

全部 
・スポーツ振興

センター災害

共済利用割合 

前年度比 

±10％以内 



 

 

４ 本市の代表校としての関心度・信頼度の向上 

信
頼
さ
れ
る
学
校 

小中一貫教育の

充実 

①校区を教材化した，まちガイド

実施を柱とした教育課程の展

開 

②小学校と連携した児童生徒交

流活動の計画実施 

・オリジナルカリ

キュラムの生徒

満足度 

70% 

Ａ 

・１年生，２年生の

総合的な学習の時間

では，地域の方々を

講師に迎えての地域

学習を行った。 

「学校生活は楽し

い」生徒 88.2％ 

・小中合同のあいさ

つ運動やボランティ

ア活動を行うことが

できた。 

「ペアやグループで

の活動に積極的だ」

生徒 95.1% 

総務部 

・オリジナルカリ

キュラム実施率

（まちガイド展

開プログラム） 

全学年実

施 

 

学校への満足

度・信頼度の向

上 

①学校，学年（学級），保健，生

徒指導等の各種通信の計画発刊

とホームページ更新 

・月１回以上 

②各種メディアを通した積極的

情報発信 

③学校運営協議会を核とした日

常的な連携 

・本校に入学して

よかったと思

う生徒・保護者

の割合 

90% 

Ａ 

・「本校に入学してよ

かった」 

学校生活アンケート 

 生徒 95.0％ 

 保護者 95.0％ 

・１学期に行った授

業参観日は 69.9％の

参加があった。10 月

の文化祭では更なる

参加者を期待した

い。 

総務部 
・保護者・地域関

係者の学校支

援活動参加数 

保護者数

のべ 70％

以上 

【評価結果の分析】 

・みよし学園（小中一貫事業）における交流活動として，合同のあいさつ運動や，ボランティア活動を保護者や地

域の方々と共に実施することができた。 

・コミュニティスクールにおいての地域との連携を活かし，総合的な学習を中心に地域の方々を講師に迎えての活

動を積極的に行えている。 

・「本校に入学してよかった」と回答した生徒は中間評価（９５．０％）であった。また，保護者の中間評価（９５．

０％）と高い水準を保っている。 

・各種通信や tetoruによる情報発信は月１回以上実施している。ホームページ更新も担当者が定期的に更新してい

る。 

 

【今後の改善方策】 

・今後も，保護者，地域からの学校教育活動に対する支援を頂けるよう，各種通信やメディアを通じた情報発信を

続け，学校への満足度・信頼度の向上を図る。 

・コロナウィルス感染防止対策を行いながら，様々な活動を積極的に行い，保護者が来校できる機会を設けていく。 

 


